
　

東
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
「
被
災
地
に
東
大
阪
市

民
の
パ
ワ
ー
を
届
け
た
い
」

と
こ
の
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
を
実
施
し
た
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
を
対
象
と

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
日
高
川

町
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、
現

地
の
職
員
か
ら
被
害
・
復
旧

状
況
や
作
業
内
容
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
自

ら
用
意
し
た
作
業
着
や
長
靴

に
着
替
え
、
家
屋
や
店
舗
の

泥
出
し
作
業
に
取
り
か
か
っ

た
。
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
家
屋

か
ら
泥
や
床
板
、
壁
板
の
残

骸
を
運
び
だ
し
た
り
、
店

舗
に
散
乱
し
て
い
た
泥
ま
み

れ
の
商
品
棚
の
洗
浄
な
ど
を

行
っ
た
り
し
た
。（
写
真
）

　

年
齢
や
職
業
、
性
別
も
違

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
は
、
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
作
業
を

分
担
し
、
次
々
と
家
屋
か
ら

泥
や
瓦
礫
を
外
に
運
び
出
し

て
い
っ
た
。
市
内
在
住
の
大

学
生
・
大
島
友
美
さ
ん
は「
ニ

ュ
ー
ス
を
見
て
、
自
分
も
少

し
で
も
役
に
立
て
る
な
ら
、

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
酒

屋
さ
ん
の
商
品
棚
に
つ
い
た

泥
を
落
と
す
作
業
を
し
ま
し

た
が
、
自
分
に
で
き
る
仕
事

の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
。
い

し
き
り
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
人
気
投
票
で
昨
年
も
今
年

も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お

り
、人
気
が
持
続
し
て
い
る
。

　

記
念
フ
レ
ー
ム
切
手
は
、

東
大
阪
、八
尾
、柏
原
の
３
市

内
の
郵
便
局
94
局
で
計
１
０

０
０
部
を
販
売
。
売
り
切
れ

の
郵
便
局
が
続
出
し
て
い
る

と
い
う
。

　

い
し
き
り
ん
は
、
石
切
参

道
商
店
街
振
興
組
合
と
企
画

デ
ザ
イ
ン
会
社「
現
代
企
画
」

（
大
阪
市
）が
平
成
21
年
11
月

に
共
同
開
発
。
１
７
０
体
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
人
気
投
票
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ（
Ｒ
）グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

０
」
で
は
全
国
６
位
と
健
闘

し
た
。

　

11
月
26
日
ま
で
が
投
票
期

間
の
今
年
の
人
気
投
票
で
も

約
２
４
０
体
の
中
で
同
じ
く

６
位
と
高
い
人
気
を
キ
ー
プ

し
て
お
り
、
同
組
合
青
年
部

の
小
西
学
さ
ん
（
39
）
は
「
こ

の
人
気
と
と
も
に
商
店
街
も

発
展
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

東
大
阪
市
の
石
切
参
道
商

店
街
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
い
し
き
り
ん
」の
誕
生

２
周
年
を
記
念
し
て
発
売
さ

れ
た
記
念
フ
レ
ー
ム
切
手

（
80
円
切
手
10
枚
、１
２
０
０

円
）＝
写
真
、Ｃ 

現
代
企
画
＝

だ
っ
た
の
で
役
に
立
て
て
い

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
た
。
支
援
を
受
け
た

現
地
の
住
民
は
「
今
ま
で
災

害
を
ど
こ
か
で
他
人
事
と
思

っ
て
い
た
が
、
い
ざ
こ
う
い

う
事
態
に
な
っ
て
改
め
て
近

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

被
災
地
で
お
手
伝
い
東大阪市

投
票
で
き
る
方

　

平
成
３
年
11
月
28
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

平
成
23
年
８
月
９
日
ま
で
に

東
大
阪
市
内
に
住
所
が
あ
り

（
住
民
届
を
し
て
い
る
こ
と
）、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
。

市
内
で
転
居
し
た
方

　

市
内
で
住
所
を
変
え
た
方

の
う
ち
、
10
月
28
日
ま
で
に

転
居
届
を
出
し
た
方
は
、
新

住
所
地
で
、
10
月
31
日
以
後

に
出
し
た
方
は
前
の
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

　

東
大
阪
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

平
成
23
年
８
月
10
日
以
後
に

東
大
阪
市
か
ら
大
阪
府
内
の

市
町
村
に
住
所
移
動
（
市
町

村
間
で
１
回
に
限
る
）
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
（
東
大
阪

市
）で
投
票
で
き
ま
す
。（
こ

の
場
合
、
最
寄
の
市
区
町
村

ま
た
は
、
東
大
阪
市
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
）

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
用

事
、レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た
め
、

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
（
届
い
て
い

れ
ば
）
を
持
っ
て
、
表
①
の

期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
日
が
近
づ
く

と
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

アーバンケア
アーバンケア稲田
アーバンケア島之内
アーバンケア御厨
アミーユ新石切
アミーユ東大阪日下
アンパス東大阪
イースタンビラ
池田病院
石きり
石切生喜病院
ヴァンベール
ヴェルディ八戸ノ里
河内総合病院
きずり逢花苑
喜馬病院
救護施設フローラ
クルーヴ布施
ケアハウス喜里川
ケアハウス春光園
ケアハウスノーブル
ケアハウスひらおか
恵生会病院
弘生会病院
鴻の里
小阪産病院
小阪病院
阪本病院
四条の家
春光園
市立総合病院
千寿園
竹井病院
たちばなの里

玉串すみれ苑
玉美苑
長田の里
ながはら病院
なるかわ苑
南荘の郷
布市福寿苑
ビオスの丘
東大阪生協病院
東大阪山路病院
東大阪養護老人ホーム
向日葵
枚岡の里
枚岡病院
福寿苑
藤井会リハビリテーション病院
プレジャーライフ
ベルフラワー
牧野病院
弥刀介護老人保健施設
弥刀中央病院
みのわの里
ｍｕｓｕｂｉ
恵の里
メルテルホーム
八戸の里病院
ラプラージュ
レーベンズポルト
緑風館
六万寺園
ＹＭＣＡサンホーム
若草第一病院
和久田苑
渡辺病院

表②　不在者投票指定施設（市内）名一覧表（音順）

大
阪
府
知
事 

選
挙

投
票
日
は
11
月
27
日
㈰
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

区分

【第１】
場所 期間時間対象

期
日
前
投
票
所

《
東
大
阪
市
役
所
》

１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

11
月
11
日
㈮
〜

　
　
　

11
月
26
日
㈯

（
荒
本
駅
北
西
側
） 《

旭
町
庁
舎
》

３
階　

会
議
室

（
瓢
箪
山
駅
北
へ

　
　
　
　
７
０
０
ｍ
）（
若
江
岩
田
駅　

　
　
　
北
東
へ
９
０
０
ｍ
）

《
文
化
会
館
》１
階

中
公
民
館
会
議
室
１
《
市
民
会
館
》

１
階　

展
示
室

（
近
鉄
永
和
駅

　

  　
　
　

南
東
側
）

荒
本
北
１
―
１
―
１

旭
町
１
―
１

稲
葉
４
―
１
―
３

永
和
２
―
１
―
１

11
月
20
日 

㈰　

〜　

 

11
月
26
日 
㈯

【第２】
期
日
前
投
票
所

住
ん
で
お
ら
れ
る
市
内
の
地
域
に
関
係
な
く
、ど
の
投
票
場
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

午
前
８
時
30
分 

〜 

午
後
８
時

【第３】
期
日
前
投
票
所

【第４】
期
日
前
投
票
所

指
定
病
院
・
施
設
で
の
不
在

者
投
票

　

表
②
の
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
等
に
入
院
ま
た
は
入
所
し

て
い
る
方
で
、
投
票
当
日
、

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を

表①

11
月
27
日
㈰
は
、
大
阪
府
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な

一
票
を
い
か
す
た
め
に
も
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
東
大
阪
市
外
で
あ

っ
て
も
指
定
施
設
で
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
施
設

名
と
所
在
地
を
確
認
の
う
え
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な

ど
選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ

や
投
・
開
票
速
報
は
、
東
大

阪
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
問
合
せ
先

東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会

〒
577
︱
8521 

東
大
阪
市
荒
本
北

１
丁
目
１
番
１
号

電
話
▽（
06
）４
３
０
９
︱
３

２
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
▽（
06
））４
３
０
９
︱

３
８
４
９

所
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
変

助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

た
。

　

同
社
会
福
祉
協
議
会
は

「
短
い
応
募
期
間
に
も
関
わ

ら
ず
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い

た
だ
い
て
大
変
あ
り
が
た
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
被
災
地

を
支
援
し
て
い
き
た
い
の
で
、

そ
の
際
は
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借

り
し
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

売
り
切
れ
続
出
!!

い
し
き
り
ん
切
手
好
評

介護予防のための
基本チェックリストを

配布します
東大阪市

　

東
大
阪
市
で
は
、
65
歳
以

上
で
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防

の
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
は
、
25
項
目
の
質
問
か
ら

日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
性

（
生
活
機
能
）
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
、
質
問
に
答

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自

身
の
状
態
や
生
活
を
振
り
返

る
よ
い
機
会
と
な
り
、
介
護

予
防
の
取
り
組
み
を
す
す
め

る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
10
月
よ
り
、
３

年
間
に
わ
け
て
毎
月
お
よ
そ

４
０
０
０
人
の
方
々
に
順
次

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
届
き
ま

し
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◯基本チェックリストに
　　回答していただいてからの流れ

詳しくは、下記までお問い合わせください。
東大阪市高齢介護室高齢介護課
TEL.06-4309-3185　FAX.06-4309-3848

基本チェックリストに記入

市へ返送

市で生活機能低下の有無を確認

基本チェックリストの結果を通知

生活機能の低下がみられる方には
効果的な介護予防プログラムをご案内

　

東
大
阪
観
光
協
会
は
、
冬

の
歳
暮
に
地
元
産
の
商
品
を

送
っ
て
も
ら
う
「
地
産
地
送

運
動
」
を
展
開
す
る
と
発
表

し
た
。
東
大
阪
市
東
石
切
町

の
東
大
阪
物
産
観
光
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
め
っ
け

も
ん  

も
う
け
も
ん  

ま
い

ど
！ 

東
大
阪
）
に
10
月
末
、

地
場
産
品
を
並
べ
た
「
お
歳

暮
ギ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
た
。

　

地
産
地
送
運
動
は
夏
の
中

元
に
続
く
第
２
弾
で
「
ま
い

ど
！
東
大
阪 

地
産
地
送 

お

歳
暮
カ
タ
ロ
グ
」
を
10
月
25

日
に
発
行
。
し
ょ
う
ゆ
や
銘

菓
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
中
元
の

時
よ
り
多
い
36
種
類
の
地
場

産
品
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

ギ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

に
先
立
っ
て「
街
の
駅 

ク
レ

ア
ホ
ー
ル
・
ふ
せ
」（
同
市
足

代
北
）で
歳
暮
ギ
フ
ト
の
展

示
会
を
開
催
。
近
鉄
布
施
駅

周
辺
の
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
や
物
産
展
な
ど
が
、
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ

る
み
も
登
場
し
て
行
わ
れ
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
２
・
９
８
１
・

０
１
１
１
）。

お
歳
暮
ギ
フ
ト
展
示

地
産
地
送
を
運
動
展
開
東 大 阪
観光協会

＝訂正＝
本
紙
10
月
15
日
号
の
東
大
阪
市
議
選
開
票
結
果
で
、

飯
田
芳
春
氏
の
当
選
回
数
⑥
は
⑧
の
誤
り
に
つ
き

訂
正
致
し
ま
す
。

し
た
、
17
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

和
歌
山
県
日
高
川
町
で
復
興

支
援
活
動
を
行
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ

れ
た
の
は
、
和
歌
山
県
日
高

川
町
。
こ
の
地
域
は
台
風
12

号
に
よ
る
豪
雨
で
日
高
川
が

氾
濫
し
、
３
人
が
死
亡
、
１

人
が
行
方
不
明
、
59
棟
が
全

壊
、
43
棟
が
半
壊
（
数
値
は

９
月
19
日
現
在
）
す
る
な
ど
、

「東大阪市技術交流プラザ」は、市内製造業約1,100社の製品や加工技術など
を掲載。キーワードや業種、加工種別からの検索機能やビジネスマッチング
掲示板など受発注探しにぜひご活用ください。

http://www.techplaza.city.higashiosaka.osaka.jp/
事務局：東大阪市経済部モノづくり支援室　TEL：06－4309－3177



　

八
尾
商
工
会
議
所
青
年
部

総
会
が
10
月
14
日
に
八
尾
商

工
会
議
所
（
八
尾
市
清
水
町

１
）
で
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
、

来
期（
平
成
24
年
度
）の
会
長
、

理
事
、
幹
事
が
決
定
。

　

懇
親
会
の
席
で
来
期
の
会

長
、㈱
ア
ラ
セ
常
務
取
締
役

の
荒
瀬
充
貴
さ
ん（
43
）が「
凡

事
徹
底
を
心
が
け
、当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
を
し

て
い
た
の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
の

心
構
え
『
一
人
は
皆
の
た
め
、

皆
は
一
人
の
た
め
』
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
２
年
連

続
会
長
を
務
め
た
今
期
の
乾

真
治
会
長
（
ラ
ピ
ス
㈱
代
表

取
締
役
、
44
）
が
エ
ー
ル
を

送
り
、
励
ま
し
た
。

穂古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

吉祥
コラム
11

　

１
週
間
ほ
ど
前
か
ら
町
内
に
し
め
縄
が
張
ら
れ
、
村
の
祭
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
震
災
復
興
祈
願
祭
も
兼
ね
た
神

社
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
に
約
八
万
の
神
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
期
、
多
く
の
神
社
で
こ
う
し
た
秋
祭
が
開
か
れ

る
こ
と
は
被
災
地
の
方
々
に
も
元
氣
と
勇
氣
を
与
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

住
民
に
身
近
な
神
社
は
氏
神
様
で
す
。
唱
歌
「
村
祭
」
で
も

歌
わ
れ
て
い
る
「
村
の
鎮
守
の
神
様
」
で
す
。
た
し
か
「
年
も

豊
年
満
作
で
、
村
は
総
出
の
大
祭
。
ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ
、
ド

ン
ヒ
ャ
ラ
ラ
♪
」
と
歌
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。「
年
」
は
実

っ
た
穀
物
の
穂
を
人
が
背
負
っ
て
い
る
形
だ
そ
う
で
す
（
角
川

必
携
漢
和
辞
典
）。

　

村
は
村
で
も
「
原
子
力
村
」
神
社
は
今
年
の
秋
の
祭
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
が
な
け
れ
ば
例
年

の
よ
う
に
秋
の
収
穫
を
祝
っ
て
、
祭
が
催
さ
れ
た
被
災
地
も
多

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

何
と
も
無
念
の
秋
だ
な
ぁ
、
と
思
い
つ
つ
、
今
年
は
何
か
い

い
こ
と
あ
っ
た
か
な
ぁ
と
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
ら
、
あ
っ
た

あ
っ
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」。
Ｗ
杯
に
奇
跡
の
優
勝
。
日

本
中
に
元
氣
と
勇
氣
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
絆
」「
不
屈
」

「
ひ
た
む
き
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
仲
間
を
信
じ
る
」「
決
し
て

諦
め
な
い
」
…
…
数
々
の
言
葉
が
頭
を
巡
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ふ
と
代
表
メ
ン
バ
ー
の
名
前
を
思
い
出
し
て
い
た

ら
、
名
前
に
「
穂
」
の
字
が
多
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

ま
ず
澤
穂
希
、
さ
ら
に
大
活
躍
し
た
川
澄
奈
穂
美
、
阪
口
夢
穂
、

福
元
美
穂
の
各
選
手
で
し
た
。

　

や
は
り
日
本
人
の
原
点
は
お
米
で
す
ね
。
稲
穂
で
す
ね
。
あ

り
が
と
う
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
！

三
野
郷
山 

三
寳
興
誠
院

住
職  

松
茂
良
興
真

【
日
々
の
こ
こ
ろ
が
け
７
】

た
か
が
一
粒
の
米
と
思
う
な
か
れ

　

一
粒
の
タ
ネ
モ
ミ
が
地
へ
落
ち
る
と
、

そ
の
米
か
ら
一
本
の
芽
が
出
、
分ぶ

ん
け
つ蘗
す
る

と
約
30
〜
40
本
の
稲
穂
に
な
る
そ
う
で
す
。

一
穂
の
稲
は
秋
に
な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
80

粒
ぐ
ら
い
の
実
を
結
ぶ
ら
し
い
。
す
る
と

最
初
の
一
粒
の
米
は
そ
の
秋
に
２
４
０
０

〜
３
２
０
０
粒
（
お
茶
碗
１
杯
ぐ
ら

い
）
の
量
に
な
り
ま
す
。
２
４
０
０
〜

３
２
０
０
粒
を
翌
年
そ
の
ま
ま
蒔ま

い
た

と
し
た
ら
何
粒
の
米
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

世
の
中
は
す
べ
て
一
粒
の
米
が
こ
の

世
の
一
切
の
根
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
し
ょ
う
。
一
粒
ぐ
ら
い
。
一
個
ぐ
ら
い
。

一
回
ぐ
ら
い
。
そ
の
一
が
い
か
に
大
切

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
午
前
10
時
半
か
ら
祈
願
祈

　

祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
は
20
日
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

２―

３

電
話
（
０
７
２
）９
２
２―

３
９
３
３

新しい理事、幹事と共に壇上に立ち挨拶する荒瀬充貴新会長

　

10
月
15
日
、
八
尾
市
文
化

会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
４
階

会
議
室
１（
八
尾
市
光
町
２
）

で
文
化
講
演
会「
エ
ン
ゲ
キ

で
元
気
な
人
・
ま
ち
・
未
来
〜

演
劇
は
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

！
〜
」
が
開
か

れ
た
。
会
場
は
、

演
出
家
の
西
川

信
廣
さ
ん（
62
）

と
田
中
誠
太
八

尾
市
長（
55
）の

熱
い
演
劇
ト
ー

ク
を
聞
こ
う
と

集
ま
っ
た
観
客

で
満
員
と
な
っ

た
。
進
行
は
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

館
長
の
大
久
保

充
代
さ
ん
が
行

っ
た
。

　
「
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
に
来
る
の
は
４
回

目
」
と
笑
顔
で
話
す
西
川
さ

ん
は
、
１
９
９
２
年
文
学
座

ア
ト
リ
エ
の
会
「
マ
イ
チ
ル

ド
レ
ン
！  

マ
イ
ア
フ
リ
カ

！
」
で
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個

人
賞
、
芸
術
選
奨
・
文
部
大

臣
新
人
賞
は
じ
め
様
々
な
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、
ま
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
地
域
の

演
劇
活
動
も
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
。
田
中
八
尾
市
長
も

２
０
１
０
年
に
行
わ
れ
た

「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

八
尾
」
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た

経
験
が
あ
り
、
互
い
に
現
場

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
演

劇
や
音
楽
な
ど
文
化
の
持
つ

力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
「
文
化
は
長
い
時
間
を
か

け
確
実
に
人
と
人
を
繋
ぎ
、

地
域
を
元
気
に
す
る
漢
方
薬

で
す
。
文
化
を
八
尾
か
ら
世

　

10
月
17
日
、
八
尾
市
と
同

市
の
友
好
都
市
で
あ
る
中
華

人
民
共
和
国
上
海
市
嘉
定
区

が
友
好
都
市
の
締
結
を
行
い
、

交
流
を
始
め
て
25
周
年
と
な

っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
同
区

か
ら
の
友
好
訪
問
団（
甘か

ん

永え
い

康こ
う

団
長
）を
迎
え
て
の
記
念

式
典
が
八
尾
商
工
会
議
所
大

ホ
ー
ル（
清
水
町
１
）で
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
八
尾
市
日
本

中
国
友
好
協
会（
田
中
順
治

会
長
）の
設
立
30
周
年
記
念

式
典
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

　

両
市
区
が
友
好
都
市
と
な

っ
た
の
は
昭
和
61
年
（
１
９

８
６
年
）９
月
か
ら
で
、当
時

の
上
海
市
嘉
定
県
と
八
尾
市

が
「
友
好
協
力
議
定
書
」
を

締
結
し
、
友
好
都
市
と
な
っ

た
。
以
来
、
青
少
年
同
士
の

交
流
を
通
し
て
国
際
感
覚
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
青

少
年
交
流
や
両
市
区
の
職
員

を
相
互
に
派
遣
し
、
協
議
・

研
修
・
情
報
交
換
を
し
て
両

市
区
の
発
展
を
図
る
行
政
交

流
、
看
護
・
医
療
技
術
、
医

療
管
理
な
ど
、
医
療
の
充
実

を
目
指
し
て
意
見
交
換
す
る

医
療
交
流
な
ど
、
活
発
な
交

流
を
行
っ
て
い
る
。

　

式
典
に
は
、
田
中
久
夫
八

尾
市
議
会
議
長
や
殷い

ん

達た
つ

奇き

中

華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
領
事
、

八
尾
市
選
出
の
衆
議
院
議
員

や
大
阪
府
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
ら
が
出
席
。
そ
の
他

両
市
区
の
関
係
者
な
ど
約
１

０
０
人
が
参
加
し
、
参
加
者

ら
は
両
市
区
の
友
好
都
市
締

結
25
周
年
を
祝
い
、
今
後
の

両
市
区
の
繁
栄
と
友
好
関
係

の
発
展
を
祈
念
し
た
。

　

式
典
で
田
中
誠
太
八
尾
市

長
が「
両
市
区
の
友
好
交
流

は
企
業
や
市
民
団
体
に
よ
る

民
間
交
流
も
含
め
、非
常
に

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
両
市
区

の
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

た
い
」
と
挨
拶
。
甘
団
長
が

「
両
市
区
で
は
、こ
れ
ま
で
様

々
な
友
好
交
流
が
行
わ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら

も
互
い
に
学
び
、
共
に
向
上

し
合
い
、
手
を
携
え
素
晴
ら

し
い
未
来
を
築
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。
ま
た
、
友
好
都

市
締
結
25
周
年
と
今
回
の
来

市
を
記
念
し
て
、
市
と
友
好

訪
問
団
が
相
互
に
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。

嘉
定
区
友
好
都
市
締
結

　
25
周
年
記
念
式
典
開
か
れ
る
八尾市

　

八
尾
市
教
委
は
、
八
尾
市

文
化
財
保
護
条
例
施
行
20

周
年
を
記
念
し
、
多
く
の
人

に
市
域
の
文
化
財
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
11
月
３
日

㈷
か
ら
18
日
㈮
ま
で
の
期
間
、

指
定
文
化
財
を
展
示
・
公
開

し
て
い
る
施
設
の
観
覧
料
を

無
料
に
す
る
。

　

市
教
委
文
化
財
課
に
よ
る

と
、八
尾
市
文
化
財
保
護
条

例
は
平
成
３
年
度
に
施
行
。

こ
れ
ま
で
52
件
の
文
化
財
を

市
指
定
と
し
、
文
化
財
の
保

護
と
活
用
を
進
め
て
き
た
。

　

今
回
の
文
化
財
施
設
の
無

料
開
放
は
条
例
施
行
20
周
年

を
記
念
し
、
多
く
の
市
民
等

に
文
化
財
に
触
れ
て
も
ら
う

機
会
を
提
供
し
、
八
尾
の
歴

史
や
文
化
財
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
郷
土
に
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
。

　

対
象
施
設
は
、
八
尾
市
立

歴
史
民
俗
資
料
館（
千
塚
３
）、

八
尾
市
立
し
お
ん
じ
や
ま
古

墳
学
習
館（
大
竹
５
）、
安
中

新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅

（
植
松
町
１
）の
３
ヵ
所
。
な

お
、
歴
史
民
俗
資
料
館
は
８

日
㈫
と
15
日
㈫
、
し
お
ん
じ

や
ま
古
墳
学
習
館
と
安
中
新

田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
は

４
日
㈮
、
８
日
㈫
、
15
日
㈫

が
休
館
日
と
な
る
。

　

期
間
中
は
、
各
施
設
で
特

別
展
な
ど
を
開
催
。
歴
史
民

俗
資
料
館
で
は
、国
、府
指
定

文
化
財
も
含
め
、
八
尾
市
に

関
係
す
る
文
化
財
を
公
開
し
、

八
尾
が
持
つ
固
有
の
歴
史
的

役
割
を
知
る
「
特
別
展
八
尾

の
至
宝―

八
尾
市
指
定
文
化

財
20
周
年
記
念
」が
、し
お
ん

じ
や
ま
古
墳
学
習
館
で
は
、

写
真
パ
ネ
ル
で
高
安
山
の
現

在
と
昔
の
様
子
を
紹
介
し
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

風
景
か
ら
山
麓
部
の
魅
力
に

触
れ
て
も
ら
う
「
高
安
山
い

ま
・
む
か
し―

や
ま
ん
ね
き

の
史
跡
を
訪
ね
て
」が
、
安

中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住

宅
で
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

質
の
高
い
作
品
を
数
多
く
生

み
出
し
て
い
た
大
坂
画
壇
の

作
品
の
な
か
で
山
水
画
を
中

心
に
展
示
す
る「
企
画
展 

植

田
家
と
大
坂
画
壇
Ⅱ
」
が
開

催
さ
れ
る
。

文
化
財
施
設
を
無
料
開
放

八尾商工会議所青年部総会開催
新しい会長、理事、幹事が決定

市民講演会

介護について、
認知症について、
  考えてみませんか
講師 藤川 幸之助氏（詩人・児童文学作家）

介護について、
認知症について、
  考えてみませんか

藤川 幸之助氏（詩人・児童文学作家）
テーマ 支える側が支えられるとき

　　　　～認知症の母が教えてくれたこと～
日時
場所
定員
主催

2011年11月14日㈪ 14時～16時30分
八尾商工会議所３階大ホール（八尾市清水町1-1-6）
150人（申し込み先着順）
八尾保健所公衆衛生協力会
（事務局FAX 072-999-6601 八尾タイムズ内）

※お名前と電話番号を明記のうえ、
　事務局へFAXでお申し込み下さい。

　
ク
イ
ズ
に
お
答
え
の
う

え
、
答
え
を
ハ
ガ
キ
で
お

送
り
下
さ
い
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
毎
回
１
人

に「
沖
縄
特
選 

活
力
青
汁
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
ク
イ
ズ

の
答
え
を
明
記
の
上
、
東

大
阪
新
聞
八
尾
柏
原
支
社

ク
イ
ズ
係
（
〒
５
８
１
ー

０
０
１
６　
八
尾
市
八
尾

木
北
３
ー
１
３
７
）へ
。

Ｑ
、次
の
３
市
の
内
、中
河

内
に
属
す
る
市
は
ど
れ
で

す
か
？

①
寝
屋
川
市

②
八
尾
市

③
羽
曳
野
市

クク
イイ
ズズ
その1

式
典
の
様
子

界
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
田
中
八
尾
市
長

は
話
し
た
。
最
後
に
、 

西
川

さ
ん
と
田
中
市
長
は
、
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
と
八
尾
市
の
節

目
と
な
る
年
に
二
人
で
何
か

取
り
組
も
う
、
と
結
ん
だ
。

八
尾
市
文
化
財
保
護
条
例
施
行
20
周
年
を
記
念

熱い演劇トーク。左から田中誠太八尾市長、演出家の
西川信廣さん、進行の大久保充代さん

熱
い
演
劇
ト
ー
ク
に
会
場
満
員

文化講演会

エ
ン
ゲ
キ
で
元
気
な
人
・
ま
ち
・
未
来

〜
演
劇
は
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
！
〜


